
河合芳尚氏は、豊川

山岳会のメンバー

で、国立登山研修所

の安全登山普及指導

者中央研修会の読図

講師を務めていま

す。

コンパスの使い方や

地図読みの技術を指

導し、登山者の技術

向上と安全登山の普

及に貢献していま

す。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
図
記
号

と
地
図
の
表
記
」
で
す
。

地
図
記
号
に
は
、
「
点
で
表
す
も

の
（
場
所
）
」
と
「
面
で
表
す
も

の（
エ
リ
ア
）
」
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
両
方
の
性
質
を
持
つ
記
号
が

一
つ
だ
け
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
が

墓
地
の
記
号
で
す
。

良
い
目
標
と
な
る
墓
地
に
は
、
１

基
ま
た
は
数
基
の
墓
が
あ
り
、
そ

の
位
置
に
記
号
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
こ
の
記
号
は
、
墓
を
横
か
ら

見
た
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
私
が
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
地

図
記
号
は
「
滝
」
で
す
。
有
名
な

大
き
な
滝
は
、
記
号
の
点
々
が
多

く
、
水
し
ぶ
き
が
上
が
っ
て
い
る

様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
土
地

理
院
の
お

っ
ち
ゃ
ん

の
気
合
が

伝
わ
っ
て

く
る
よ

う
で
、

な
ん
と

も
味
わ

い
深
い

記
号
で

す
。

　
そ
う
い
え
ば
、
読
図
講
習
会
を

開
催
し
て
い
た
際
、
あ
る
方
が
針

葉
樹
林

の
記
号

を
「
鉄

塔
」
だ

と
勘
違

い
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
確
か

に
鉄
塔
に
も
見
え
な
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
も
し
こ
の
記
号
が

鉄
塔
だ
っ
た
ら
、
日
本
の
森
林
に

は
鉄
塔
が
至
る
所
に
立
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　
地
図
の
表
記
に
つ
い
て
は
、「
平

成
２
５
年
２
万
５
千
分
１
地
形
図

図
式
（
表
示
基
準
）
」
で
細
か
く

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

北
ア
ル
プ
ス
西
穂
高
岳
周
辺
の

「
間
ノ
沢
」
と
「
西
穂
高
沢
」
で

は
、
地
図
上
で
の
表
記
が
異
な
り

ま
す
。

「
間
ノ
沢
」
䢪
縦
書
き

「
西
穂
高
沢
」
䢪
横
書
き

　
こ
の
違
い
に
は
ル
ー
ル
が
あ

り
、
角
度
が
４
５
度
以
上
の
斜
面

に
あ
る
名
称
は
縦
書
き
、
４
５
度

未
満
の
場
合
は
横
書
き
と
い
う
決

ま
り
が
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
地
図
上
の
文
字
に
は
以

下
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。

　
傾
斜
体
（
斜
め
の
文
字
）
䢪
等

高
線
の
数
値
、
山
の
総
称
、
山
の

名
前
、
河
川
名
、
海
岸
地
形
名
な

ど　
直
立
体
（
ま
っ
す
ぐ
な
文
字
）

䢪
市
町
村
名
、
道
路
名
、
鉄
道
路

線
名
、
鉄
道
駅
名
な
ど

　
こ
う
し
た
ル
ー
ル
を
知
ら
な
く

て
も
、
安
全
登
山
に
は
ま
っ
た
く

影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ナ
ヴ
ィ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
問
題
が
あ
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

「
知
っ
て
い
る
と
楽
し
い
」
䢣
そ

れ
だ
け
で
す
。

　
楽
し
い
か
ら
こ
そ
覚
え
、
実
践

し
、
さ
ら
に
興
味
が
深
ま
っ
て
い

く
。
趣
味
と
は
、
そ
う
い
う
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
「
等
高
線
①
」
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
地
図
記
号
の
中
で
、
安
全
登
山

に
特
に
役
立
つ
も
の
の
一
つ
が

「
岩
記
号
」
で
す
。

「
尾
根
が
細
い
」
＋
「
岩
記
号
」

＋「
等
高
線
が
狭
い
」
＝
『
危
険
』

と
い
う
公
式
が
成
り
立
ち
ま
す
。

こ
う
し
た
記
号
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
、
危
険
箇
所
を
事
前
に
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
登
山
の

際
に
は
意
識
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。


